
 

 

公益財団法人東京防災救急協会助成規程 

 

制定 平成21年７月１日 

改正 平成22年10月１日 (い) 

 平成23年４月１日（ろ） 

 平成25年３月１日（は） 

 平成27年４月１日（に） 

 令和３年10月１日（ほ） 

 令和６年４月１日（へ） 

 

（趣 旨） 

第１条 この規程は、公益財団法人東京防災救急協会（以下「協会」という。）定款第４条に係る

事業を東京都内で消防署と一体となって行おうとする団体に対して助成することにより、都民生

活の安全と安心に寄与することを目的として、助成に関し必要な事項を定めるものとする。(い) 

(に) 

 

（助成対象事業） 

第２条 助成対象事業（以下「助成事業」という。）は、都民、事業所関係者を対象とした防火防

災管理、危険物の安全管理等に係る事業及び幼少年に対する防火防災教育に係る事業で、次に掲

げるものとする。(い)（ろ） 

⑴  講習会、研修会、研究会等の実施に関する事業（ろ） 

⑵  事業所における自主防災組織の育成並びに幼少年の育成に関する事業（ろ）（は） 

⑶  応急手当及び救急についての普及啓発に関する事業（に） 

⑷  前各号に定めるもののほか、火災予防思想、火災予防知識・技術及び応急手当の普及並び

に防災行動力の向上に関する事業（ろ）（に） 

 

（助成対象団体） 

第３条 東京都内において、営利を目的とせず、防火防災思想の普及促進を図るなど、都民生活の

安全と安心に寄与する活動を継続的に行っている団体とする。 

 

（助成の申請手続等） 

第４条 助成を希望する団体は、所定の申請期間内に、団体の規約、役員名簿等を添付のうえ、

「助成申請書」（別記様式第１号）を提出するものとする。(い) 

２ 前項の申請期間等の募集方法については、理事長が別に定める。 

 

（助成事業選考委員会） 

第５条 この規程に基づく助成事業の公平・公正性を確保し、適正に執行するため、助成事業選考

委員会を設置する。(い)  



 

２ 助成事業選考委員会委員は、協会の理事、その他理事長が委嘱する行政機関及び防火防災に関

する学識経験者により構成する。(い) 

３ 協会は、前条の規定による助成申請書を受理した場合は、助成事業選考委員会を開催し、当該

申請に係る活動が別に定める審査基準に適合しているか否かを審査する。 

 

（助成の決定） 

第６条 協会は、前条の審査結果を助成申請した団体に通知（別記様式第２号の1）するとともに、

助成金が決定したものについては、助成金を当該団体の指定する金融機関の口座に振り込むもの

とする。 

 

（助成事業実績報告書等） 

第７条 前条の決定を受け、助成金の交付を受けた団体は、助成事業終了後30日以内に助成事業実

績報告書（別記様式第３号）を理事長に提出するものとする。 

２ 助成事業実績報告書には、助成事業実施概要及び使途を証明する書類（複写可）を添付するも

のとする。 

３ 助成金の交付を受けた団体は、助成金に余剰が生じた場合は、返還するものとする。 

 

（決定の取消し、助成金の返還等）（ろ） 

第８条 助成の決定通知又は交付を受けた団体は、その事業内容に変更があり、申請の内容と相違

する場合は、速やかに協会に連絡しなければならない。 

また、協会は、次の各号のいずれかに該当する場合は、助成の決定を取消し、助成金の交付中

止、又は既に交付した助成金の返還を求めるものとする。（ろ） 

⑴ 虚偽の申請又は報告を行った場合 

⑵ 助成事業実績報告書の提出がない場合（ろ） 

⑶ その他（ろ） 

２ 協会は、助成の決定を取消した場合には、団体に通知（別記様式第2号の２）するものとする。 

 

（その他必要な事項） 

第９条 この規程に定めもののほか、助成金の交付に関し必要な事項は、理事長が別にこれを定め

る。 

 

附 則 

この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の

認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第１０６条第１項に定める公益法

人の設立登記の日から施行する。 

 

附 則(い) 

この規程は、公益財団法人東京防災指導協会と公益財団法人東京救急協会が締結した合併契約書

に定める合併の効力発生日から施行する。 

 



 

附 則（ろ） 

この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 

 

附 則（は） 

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 

 

附 則（に） 

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

附 則（ほ） 

この規程は、令和３年１０月１日から施行する。 

 

附 則（へ） 

この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

 



 

別記様式第１号(い)(は)(に)(ほ)(へ)  

    年  月  日 

 

公益財団法人東京防災救急協会 

理 事 長  殿 

団体名 

代表者                 

所在地 

 

助 成 申 請 書 

 

 公益財団法人東京防災救急協会助成規程第５条の規定に基づき、下記のとおり助成金の交付を申

請します。 

事 業 名  

実 施 日 時 年  月  日     時  分～  時  分 

実 施 場 所 

所  在 

会 場 名 

電話番号 

参加予定人員 名 

事 業 概 要 

具体的な事業内容が分

かる事業計画書を添付

してください。 

 

これまでの防火防災等 

に係る主な活動実績 

 

振込指定口座 

金融機関名           支店名 

フ リ ガ ナ 

口座名義 

口座番号 

問合せ先 
担当者 氏名 

電話番号           

処
理
欄 

受 付 経        過 

※ ※ 

※欄は、記入しないでください。



 

別記様式第２号(い) (に) 

    年  月  日 

 

              殿 

 

公益財団法人東京防災救急協会 

理事長  

 

 

助 成 申 請 審 査 結 果 に つ い て 

 

 

    年  月  日付け申請のあった貴事業につきまして、公益財団法人東京防災救急協会

助成規程に基づき審査した結果、審査基準に適合したので助成金を交付します。 

（審査基準に適合しないので、助成金は交付できません。） 

 

 

 

 

助成決定金額                 円 

 

 

 

 

 

 

 

        部    課    

電話  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別記様式２号の２（う）(に) (ほ)（へ） 

  年  月  日 

 

 

     

                 殿 

公益財団法人東京防災救急協会 

理事長 

 

 

 

 

助成決定の取消しについて 

 

 

    年  月  日付で助成を決定した貴事業につきましては、公益財団法人東京防災救

急協会助成規程第９条第１項第  号に基づき、助成の決定を取消しますので通知します。 

（なお、既に交付した助成金     円につきましては返還をお願いします。） 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

        部    課   

電話  

 

 

 



 

別記様式第３号(い)（は）(ほ)  

    年  月  日 

 

公益財団法人東京防災救急協会 

理 事 長  殿 

団体名 

代表者                 

 

助 成 事 業 実 績 報 告 書 

 

事 業 名  

実 施 日 等 年  月  日    参加人員     名 

助成金の使途 

 

総 事 業 費 円 

添 付 書 類 

 

助成事業実施結果概要、

収支決算書、領収書（複

写可）、使用資料（パン

フレット等）を添付して

ください。 

 

問合せ先 
担当者 氏名 

電話番号           

処
理
欄 

受 付 経        過 

※ ※ 

※欄は、記入しないでください。 


